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巻頭言 「ピンチをチャンスに！ 
必 ず 道 は 拓 ける」

副理事長　松岡　祐司

で、消費の先行きも大変不安です。
今年は私が40年弱携わってきた印刷業界の中で、
最大の危機的状況の一年になると思います。しかし
紙やインキ、運賃等の値上げや働き方改革は私共だ
けではありません。日本中のすべての印刷会社も同
じ条件です。同業他社もお客様に対して値上げや条
件変更の交渉を始めます。市場が動かないときには
新規獲得は中々難しいです。しかし市場に動きがあ
るときはお客様も動きます。「ピンチを最大のチャ
ンスと捉え、自信と勇気を持って正々堂々とチャレ
ンジして、売上を最大にしていこう」また一方では
「人件費以外の経費を最小にしよう」と全社員に向
けて発信しました。
今期から印刷業界では倒産、廃業やM&A等で
大きな再編が始まると思います。原材料の高騰や人
材不足、設備の老朽化、働き方改革の対応ができな
い印刷会社はなくなっていくことでしょう。しかし、
愛知県印刷工業組合は組合員の皆さんに有益な情報
提供やセミナー、社員教育、メリットのある共済制
度やプログラム等をたくさん用意しています。是非
とも積極的にご活用頂き、勝ち残りましょう。必ず
道は拓けます。

みなさんお元気でしょうか。去年はチラシの折込
料金と運賃の値上げ、新聞購読率の下落によるチラ
シ印刷の減少が顕著でした。またインターネットの
普及とデジタル化による紙媒体離れの加速による印
刷受注量の減少、印刷ネット通販の価格破壊によ
る受注金額の下落により印刷業界は厳しい状況でし
た。私事で恐縮ですが、このような経営環境の中で
今年の私共アサプリグループのスローガンは「売上
最大、経費最小。自信と勇気を持って正々堂々とチ
ャレンジ！」としました。
私共の強みは「全社員の幸せを追求する」そして

「人間として何が正しいか」という正しい経営理念
を持ち、それを全社員が自分のものにして理解し、
その理念に沿って全社員が誰にも負けない努力をす
る。そして「ありがとう」という感謝の気持ちと「す
みませんでした」という謙虚な気持ちを持って、「利
他の心」をいつでも失わないことです。
今期は原材料である紙やインキ、運賃等の大幅値
上げがあります。また国の方針である働き方改革に
よる残業時間の削減や休日数の増加、少子高齢化に
よる労働力不足、デジタル化や IT化でさらに印刷
需要は減少すると思います。また 10月の消費増税
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平成31年新年互礼会

■平成31年「亥年」を祝う
　愛印工組／印刷と関連業界新年互礼会

来賓・組合員・関連業者ら300名が祝う
業界力を合わせて適正な価格を！！

新年互礼会は、木村吉伸副理事長が司会を務め、冒頭、主催
者を代表して細井理事長が挨拶に立ち、次のように述べた。
「平成の時代も残り少なくなった。この平成は247番目の元

号で、一番目は大化の改新の大化である。1400年前のことで
あり、以来、昭和、平成、そして次の時代へ移っていく。平成の
時代から、我々の生活にはパソコンが無くてはならない存在に
なってきた。昨年のIGASにおいてもAIが活躍していた。いま、
AIスピーカーなどが人気だが、これは、大体3歳児ぐらいの能
力といわれている。2030年の終わりから2045年になるとシン
ギュラリティといいコンピュータが人間の能力を凌駕するとい
われている。そこまでは、右肩上がりで進んでいくが、シンギュ
ラリティを超えると垂直に能力が上っていく。その後はロボッ
トが支配する時代が来る。ロボットを便利に使いこなして、印
刷工場が無人になるとか、人間の代わりに動くようになってい
く」。
「印刷業界は現在非常に苦しんでいる。紙離れもしかり、災害

による製紙メーカーの事故もあり、用紙が足りていない。我々
は仕事があっても刷る紙がないという本当に厳しい時代を迎

えている。さらに、今年度から運送費は無論のこと、用紙の値
上げ、インキの値上げが押し寄せており、今後生き残ることが
できるのかどうかの修羅場である。

我々が値下げをして利益を出しても、業界のためにはならな
いので、昨年、日紙商（日本洋紙板紙卸商業組合）と一緒になり、
大手製紙メーカー、大手代理店にお願いをした。『印刷用紙があ

挨拶をする細井理事長

乾杯の音頭を取る塚本顧問

愛知県印刷工業組合（細井俊男理事長）の「平成31年新春 印刷と関連業界新年互礼会」が、
1月16日名古屋東急ホテル「ヴェルサイユの間」において開催され、来賓・組合員・関連業者
ら約300名が出席し、平成31年「亥年」のスタートを祝った。席上、主催者を代表し挨拶に
立った細井理事長は、「今、印刷業界は非常に苦しい状況にある。紙離れもしかりであるが、
仕事があっても刷る紙がない。運送費は無論のこと、用紙、インキの値上げが押し寄せてい
る。今こそ業界力を合わせて、適正な価格で生きていける2019年にしたい」と述べた。

互礼会に先立ち行なわれた記念講演では、作道孝行全日本印刷工業組合連合会副会長が
講師を務め、「成果につながる『見える化』とは何か？」のテーマで講演を行なった。

改革元年、改革を踏まえて新しい時代の到来を！
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域活性化に多大な貢献をされてきた。改めて敬意を表する次
第である。先程、細井理事長の話にもあったが、デジタル化の
急速な進展により様々なものが急速に目まぐるしく変化する
世の中になってきた。そうした中、印刷業界では新しいニーズ
に対応した新商品の開発、サービスの提供、生産性の向上など、
いろいろな面で汗をかかれている。

経済産業省においてもITの導入、利活用を支援している。例
えば、『サービス等生産性向上IT導入支援事業』があり、皆様の
新たな設備の導入を支援しているので、積極的に活用してい
ただきたい。出る杭は打たれるというが、出ていかないと生き
残っていけない世の中になってしまった。そうした現実を踏
まえ、我々も出ようとする杭となる人たちを積極的に支援した
い」と述べた。

次いで、愛知県産業労働部大野博技監が祝辞に立ち次のよ
うに述べた。

がるのだね。印刷代も値上げをするのだ』と、一般のニュースに
なるまで我々の商売の底上げをする必要がある。今、紙の媒体
も減って、値上げをしないとやっていけない。新しい機械も買
えない。我々の業界が2045年に生き残れるか、業界力を合わ
せて、適正な価格で生きていけるような2019年にしたい」。

次いで、来賓祝辞に移り、中部経済産業局産業部瀬賀和也次
長が次のよう祝辞を述べた。
「我が国の経済は全体としては堅調である。景気の長期的な

回復が今もって足元では継続している。少子化で生産年齢人
口は下がっているが、就業者は増えている。そうしたデータが
ある。これは、所得、雇用といった面での景気の向上感が浸透
してきている表れと思っている。ただし、それとは裏腹に人材
不足、後継者難など課題のあることも認識しておかなければな
らないと思っている。

印刷業界の皆様におかれては、これまでも皆様のご尽力で地

臼田会長と小森会長（小森コーポレーション） 髙井アドバイザーと堺而立会会長

互礼会
スナップ写真
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「景気の動向は緩やかに回復と、瀬賀次長から話があったが、
愛知県では中小企業の景況調査を行なっているが、昨年10月、
12月については業況判断DIは3期連続で悪化している。まだま
だ中小企業にとっては厳しい状況、足踏み状態が続いている。
また、アンケート調査結果では、人手不足が上位を占め、人材
確保の困難さを感じる。そんな中、貴組合ではポスターグラン
プリが9回目を迎えるが、逸早くグラフィックデザイナーの人
材確保、人材育成を積極的に進めていることに敬意を表する次
第である。また、ダイバーシティ、CSR、ブランディングなど、
様々な活動をされている。これ程、積極的に活動をしていると
ころはなかなかない。

愛知県では今年の仕事始め、大村秀章知事から亥年にちな
み「猪突豨勇」ということで、前へ前へ力強く、そして元気な愛
知をロケットスタートで進めてほしいとの挨拶があった。ポス
ターグランプリのグランプリが『あいちの印刷』の表紙を飾って
いた。付箋が一杯あり非常に熱い思いを感じた。この熱い思い
をもって本年はしっかりと着実に政策を進めていきたいと考
えている。

本年は改革元年である。改元を踏まえて新しい時代がやっ
てくると感じ期待をしている。丁度、本日より愛知中小企業応
援ファンドという助成金制度を開始している。地場産業を盛り
上げるということで、繊維、窯業、食品、家具、伝統産業などに
ついて、販路開発、新商品開発の補助の募集を始めるが、その
中には情報発信として、広告宣伝費、印刷製本費、パンフレッ
ト作製費などが盛り込まれているので、もし関連の企業があれ
ば、情報発信を一緒になって盛り上げていただければ幸いであ
る」。

続いて、臼田会長が祝辞を述べた（臼田会長の祝辞は別項に
掲載）。

乾杯の音頭を塚本久愛印工組顧問（愛知県議会議員）が務め
祝宴に移った。祝宴では、組合員、関連業界、メーカーなど情報
交換と親睦に和気あいあいの歓談が続いた。

宴半、鳥原久資副理事長の中締で、平成31年新年互礼会は終
了した。

中部経済産業局瀬賀次長 愛知県産業労働部大野技監

新年互礼会に先立ち新春講演会が開催された。講師には作
道孝行全日本印刷工業組合連合会副会長が務め、「成果につな
がる「見える化」とは何か？」をテーマに行なわれた。

作道講師は、「『見える化』というと、MISやBIなどのシステ
ムの話になりがちだ。結果を出すためには、効果的な『見える
化』による先行管理で、従業員それぞれが日々の行動を自発
的に変えていかなければならない。その一方で、変化によっ
て効果が得られても、給与・待遇がそのままではモチベー
ションは下がる。その変化を持続させるために必要となるの
が、透明で公平な評価の『見える化』である」として、①印刷業
界の流れ、②なぜ「見える化」が必要なのか、③損益管理と見
える化、④管理システムの拡張で更なる見える化、⑤営業プ
ロセスの見える化、⑥改善活動を支える公平な評価制度、⑦
全印工連事業の見える化など、透明で公平な評価の見える化
について解説した。

○講師紹介／作道孝行（作道印刷㈱代表取締役）
1962年大阪府生まれ。1986年作道印刷に入社。1995年

より社内システムの担当となり、自社の見積・受注・原価の各
管理システムや、カタログ作成における商品DB・自動組版の
研究開発をし、制作工程の効率化をはかる。2001年に代表
取締役に就任。現在は全社的な合理化・Web活用による顧客
サービス強化などの推進を行なっている。

成果につながる
「見える化」とは何か？

全日本印刷工業組合
連合会副会長

講師：作道孝行

■新春講演会
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2019年は平成から新たな元号に変わる節目の年を迎えて
いる。また、春には地方統一選挙がある。普段より印刷産業
を支えていただいている先生方を物心共にしっかりと応援し
て、地域の印刷産業の発展、振興のために力を一つにまとめ
ていただきたい。6月には日本で始めてのG20のサミットが
開催される。秋には豊田市を含めた全国12箇所でラグビー
ワールドカップの開催、そして消費税の増税と、2019年は次
から次へといろいろなことがある本当に忙しい年である。

こうした中でも働き方改革の言葉を聞かない日はない。少
子高齢化による生産年齢人口の減少はマーケットの縮小と考
えてもおかしくない。それがすぐそこまできている。そして、
働き方改革関連法案等々における様々な多様化した働き方に
対応する経営といったものが、我々中小企業、小規模の経営
にせまる喫緊の課題である。

全印工連では、各組合員企業の社員の皆様が能力を発揮で
きる職場環境を作るための『幸せな働き方改革』の事業推進を
進めている。目的は企業にとって一番重要な社員一人ひとり
の能力をどのように高め、社員が安心して働ける環境、そし
て新たな付加価値を作り出せる環境によってもたらされる企
業収益。結果として１社１社がハピネスインク、ハッピネス
カンパニー、幸せを目差す会社になっていく。これを目的と
し、昨年全印工連の中に幸せな働き方改革プロジェクトチー
ムを立ち上げ、この幸せな働き方改革をどのように具体的に
進めたらよいのか、改革プロセスを今後皆様に示していく予
定である。

また、全印工連が昨年からブランドスローガンとしている
『ハッピーインダストリー　人々の暮らしを彩り幸せをつく

る印刷産業』のテーマを基に印刷産業の特性を活かした働き
方改革を推進していく。さらに、構想から10年。事業を始め
て3年が経ち、軌道に乗り始めている事業承継支援がある。
自らの産業が、自らの手によって、自らの産業の新陳代謝を
促す事業である。こういったことも加速度をつけて推進す
る。さらには一昨年、大きな進展を遂げた「知的財産保護の促
進」。また合わせて、自公の衆参両議院の先生方120名以上に
お集まりいただき、中小の印刷産業を後押ししていただいて
いる中小印刷産業振興議員連盟では、先生方とさらに連携を
深め、官公需取引の改善、そして、原材料価格に対する対処、
対応について議論をしている。

私ども全印工連としては、実効性の伴わない、パフォーマ
ンス的な値上げ反対運動は行なわない。何故ならば、こうい 
った様々な節目、背景を基に印刷単価が適正価格まで上昇さ
せたい。それを実行するためには、中小小規模事業者だけの
力だけではなく、お客様の市場と相対して価格を上げ付加価
値を付ける。もしくはお客様に丁寧に説明を行なうことが、
私ども中小企業小規模事業者のできることである。一方で、
我々印刷産業界の仲間で、パートナーである製紙メーカー、
もしくは代理店も値上げをするには大手だからできること
がある。これは市場の皆様が用紙、インキが上がるといった
情報が、一般紙、一般の放送にのって、原材料と共に全国、ま
た地域の印刷単価が上がるPR、全段の広告といったものを検
討し、皆で協力しながら、なんとか印刷単価が上がるような
パートナーシップが必要である。印刷業界の垣根を越えた業
界全体としての取組みができないかという思いである。印刷
業界全体の取組みとして、今後とも協力をお願いする。

来賓祝辞

印刷産業ならではの
特性を活かした働き方改革推進
臼田真人 会長
全日本印刷工業組合連合会

C6100広告【サイズ：（H）65×（W）173mm】

媒体名：あいちの印刷

PPG営業統括部
西日本営業統括部  営業1部

〒460-0008 名古屋市中区栄2-9-15 三井住友海上名古屋しらかわビル11F
TEL.052-229-4624　 http://konicaminolta.jp/pr/odp

真のプロダクション印刷システム

※1：C6100にて、A4ヨコ・52～400g/㎡紙時
＊写真はC6100にオプションを装着したものです。

色管理・表裏見当調整を自動化
用紙厚によらず毎分100枚※1の高速出力
受注幅を拡大する400g/m2の厚紙対応
多彩なインラインフィニッシャー群
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への配慮や情報セキュリティへの取り組みを進めることによ
り、社会の期待に応えてまいりました。

このような中での今回の製紙会社における印刷用紙・情報
用紙の値上げ要請は、印刷会社の努力を無にすると同時に、
昨春打ち出され夏場に決着した値上げから間がなく、得意
先の紙離れ・電子媒体への移行に、より一層拍車をかけるこ
とに繋がり、結果として印刷・情報用紙の内需及び印刷需要
を大きくすることになります。これ以上の加速度的なマー
ケットのシュリンクによる紙の使用量の減少は、製紙業界に
とっても、印刷業界にとっても価格改定で挽回できないほど
のダメージになりかねません。また、同品種の巻き取りと平
判の非合理な価格差も拡がっています。これらについて、約
7,500社の会員を抱える業界団体としては容認できるもので
はありません。今回の印刷・情報用紙値上げ要請に対して、日
本印刷産業連合会及び印刷10団体は反対を表明いたします。

製紙業界と印刷産業界は常に両輪の関係であり、困難な状
況に面しても今後益々の共通認識と相互理解を持って対処し
ていくことを強く要望いたします」。

【反対声明文】
「今般、製紙各社は2019年1月1日出荷分から印刷用紙

20％以上、情報用紙10％以上値上げをすることを発表され
ました。用紙は印刷における原価の中で最も大きな割合を占
めており、需要が減少し続けている中での用紙価格の引き上
げは、さらなる需要の減少に多大な影響を与えることは必至
であります。

印刷出荷額については、1991年をピークに下がり続けて
おり、その減少に歯止めがかかっておりません。印刷用紙・情
報用紙の動向についても貴連合会のご報告にありますが、内
需は2006年をピークに縮小を続けており、2017年も電子化
の進行などにより減少基調が続き、全体で11年連続の減少
とされております。その背景には出版市場の減速、IT化の加
速度的な進行に伴う印刷媒体から電子媒体への急速な移行、
ネット広告へのシフト、ペーパーレス化などがあり、この分
野の印刷媒体の市場規模の縮小は極めて深刻な局面にありま
す。印刷会社はこうした状況にあっても顧客から求められる
印刷媒体を、より高品質で低コストに提供するとともに環境

「印刷物ご発注に関するお願い」

「印刷・情報用紙の値上げ」
■製紙メーカー各社
印刷用紙・情報用紙値上げ

■印刷用紙値上げに関して
お得意先用要請文＜ひな形＞

■日印産連：用紙値上げ要請に反対表明
日本製紙連合会へ声明文を提出

大手製紙メーカーが印刷・情報用紙の値上げを
実施。値上げ理由について、「原材料価格並びに物
流系が上昇する状況下で、あらゆる分野において
コストダウンに取り組んでいるが、自助努力だけ
では再生可能な収益の確保が困難な状況から」と
している。

〇対象品種：印刷用紙全般（上質紙、塗工紙、微
塗工紙、他）、情報用紙全般（PPC用紙、フォーム用
紙、他）

〇値上げ幅：印刷用紙（現行価格＋20％以上）、
情報用紙（現行価格＋10％以上）

〇実施時期：2019年1月1日出荷分より

今回の印刷・情報用紙の値上げに関連し、得意
先に利用できる「印刷物ご発注に関するお願い」の
得意先用要請文のひな形を作成。要請文を利用し
たい事業所は組合事務局まで連絡を（掲載以外に
官公庁用も用意）。

用紙値上げについて、日本印刷産業連合会および構成10団体は、
連名で、日本製紙連合会宛に反対を表明し、声明文を提出した。
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10.0％、「その他」2.7％。
■柔軟な働き方で行なっている取り組みは（複数回答可）
□「育児休業の完備」41.2％、「有給休暇の時間取得」33.2％、

「短時間勤務制度」30.7％、「介護休業の完備」22.1％、「時差出勤
（フレックス）」21.5％、「ノー残業デー」19.5％、「業務の見える
化による繁閑の可視化」15.4％、「副業を認めている」7.6％、「在
宅勤務」7.3％、「その他」3.1％。

■育児休業中・復帰後の不安を取り除くための取り組みを
行なっているか

□「取り組んでいる」18.9％、「取り組んでいない」81.1％。
■（「取り組んでいる」の回答者に）具体的な取り組みは
□「面談・定期的な連絡」55件、「休業前のポジション確保」

39件、「時差出勤・短時間勤務」31件、「就業規則の整備（完
備）」15件、「メールのやりとり、社内報など」14件、「相談窓
口」8件、「社内行事への参加」6件、「教育訓練」2件、「その他」
39件。

■直近の3年間で育児休業取得者はいるか
□「いる」33.1％、「いない」66.9％。
■従業員の介護に関して相談する部署または担当者を決め

ているか
□「決めている」37.6％、「決めていない」62.4％。
■「直近の3年間で介護休暇の取得者はいるか」
□「いる」5.3％、「いない」83.3％、「介護目的で有給休暇を

取得している」10.3％、「介護休暇は認めていない」1.1％。
■直近の3年間でパートから正社員に転換したかたは何人

いるか
□「いない」74.5％、「1 〜 4人」23.3％、「5人以上」2.2%。

全日本印刷工業組合連合会ダイバーシティ推進委員会は、
平成30年8月から10月にかけて「ダイバーシティ経営」ア
ンケートを組合員に実施した。回答企業は1244社（回答率
26.8％）だった。回答企業の従業員数（パート・アルバイト含
む）は、10人未満が約38％、10 〜 49人が約43％だった。

前回の調査は2年前に行われたが、今回の調査結果と比較
すると、多様な人材の能力を活かすダイバーシティ経営に対
する意識が向上したことが明らかとなった。（主な設問内容と
その結果は以下の通り）

■「ダイバーシティ」という言葉を知っていたか
□「知っていた」72.0％（前回42.0％）、「今回初めて知った」

28.0％（同58.0％）。
■ダイバーシティ経営にすでに着手しているか
□「着手している」23.4％（同8.7％）、「着手していないが、

今後取り組む予定」25.8％（同31.7％）、「着手していないし、
取り組む予定もない」50.9％（同59.6％）。

■取り組む目的は何か（「着手している」、または「取り組む
予定」の回答者に対して、複数回答可）

□「経営にプラスになると考えるから」29.4％、「優秀な
人材を失いたくない」25.9％、「CSRの一つとして取り組む」
13.3％、「人手不足のため多様な人材を活用」11.2％、「その
他」2.6％。

■今後、工夫をしながら活用を広げていきたいと考えてい
る人材は（複数回答可）

□「女性」59.7％、「子育て・介護等でフルタイムでは働け
ないが、働く意欲のある方」46.2％、「高齢者（65歳以上）」
45.7％、「事情により退職せざるをえなかった方の再雇
用」21.9％、「障がい者」18.9％、「外国人」17.7％、「その他」
3.1％。

■働く時間に制約のある従業員は在籍しているか（複数回
答可）

□「在籍していない」40.4％、「育児」34.2％、「税法上の扶
養限度（103万円未満）」31.2％、「疾病治療」10.3％、「介護」

 ■全印工連・ダイバーシティ経営アンケート結果

ダイバーシティ経営に対する意識向上
ダイバーシティ経営に着手23.4％／
取り組み予定なし50.9％

貴社では現在ダイバーシティ経営にすでに着手していますか

●身近な催し物のお知らせ H31年2月10日以降の事業

開催日時 事業・行事、場所、備考

平成31年
2月26日(火)
18時30分〜

事 業 名 マーケティングセミナー

場 所 ウインクあいち　１１０１会議室

講 師 竹下　友美氏（DICカラーデザイン㈱　カラープランナー）

参 加 費 組合員：一人目3,000円、二人目から2,000円　一般：5,000円

定 員 90名

平成31年
2月28日(木)
9時集合

事 業 名
【FFGS　WING　City　komaki】および【MRJミュージアム】
見学会のご案内

場 所 ①FFGS　WING　City　komaki　②MRJミュージアム

参 加 費 6,000円

定 員 30名

申込期日
平成31年2月15日（金）　
※期日前でも、定員に達し次第締め切ります。

■ダイバーシティとは／直訳すると「多様性」という意味
で、社会や組織の中に様々な属性を持つ個人やグループ（女
性、高齢者、障がい者、育児・介護・病気で長時間働けない人な
ど）が多用に含まれている状態をいう。

■ダイバーシティ経営とは／多様な人材（性別、年齢、人種
や国籍、障がいの有無、性的指向、宗教などの多様性だけでな
くキャリアや経験、働き方などの多様性も含む）を活かし、そ
の能力を最大限に発揮できる機会を提供し、イノベーション
を生み出し価値創造に繋げている経営のこと。
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20１8年に130周年を迎えました。

おかげさまで１30周年

紙でご愛顧70年

豊山配送センター

名古屋市東区主税町4̶83　　　  〒461̶0018
TEL.052̶931̶2221㈹　FAX.052̶932̶1418

愛知県西春日井郡豊山町豊場
TEL.〈0568〉39 ̶0501

鬼頭正二郎

く、としている。
■「大喜利印刷」の概要　——“欲しい”×印刷業のアイデア

＆技術——
今回のプロジェクトでは、Twitterに日々ポストされる“欲

しい”の声に着目し、大量に排出される印刷廃材と、アイデア
と技術をかけあわせて4社それぞれが企画立案し、プロダク
トとして形にした。また、“ご縁”にかけて各プロダクトのア
イデアを5円で販売する（購入希望の場合は各社に直接コン
タクト可能）。また、「大喜利印刷」によって社会の問題解決を
担うという印刷業界の本来的な役割が、広く周知することを
意図している。

「バレずに早弁したい。」
PRODUCT #1 早弁専用ゴーハン英和辞典
印刷で使用された方眼ノートのヤレ紙を、早弁が周りにば

れないようにできる辞書型の弁当箱に活用。辞書の中に仕込
んだお弁当なら、ページをめくるだけで安心安全に早弁がで
きるかもしれません。「早弁をばれないように弁当箱をつくっ
てみたらどうなる？」の着想から始まり、Tweetをもとに弁
当の代わりになるものを考えた末、「辞書を参考に弁当箱にし
よう！」との結論に至り製品化に。

■プロジェクトチーム「CMYK」発足の背景
全印工連には、北海道から沖縄まで約4,500社の中小印刷

関連業が加盟している。CMYKは、多彩なクリエイティブと
優れた技術力で、社会や地域の課題にソリューションを提供
するプロフェッショナル集団として、もっと世の中を楽し
く、豊かにするための“新たな挑戦”の一環で実験的クリエイ
ティブユニットとして発足した。福島県、東京都、石川県、沖
縄県に拠点を置く4社が先行して、それぞれの強みを活かし
製品を開発することで、印刷会社のクリエイティビティを
訴求し業界全体の活性化を図る目的で活躍している。また、
ユニット名の語源であるC（シアン）、M（マゼンタ）、Y（イエ
ロー）、K（ブラック）であらゆる色が表現できるように、自由
な発想でプロダクトを創り、世の中の“欲しい”に応えてい

■全印工連
印刷業界が応力を上げて

アイデアと技術で勝負するプロジェクト

「大喜利印刷」始動
廃材から新たなプロダクトを創造

大喜利印刷Webサイト　
https://oogiri-insatsu.com/

全日本印刷工業組合連合会（全印工連）では、実験的なクリ
エイティブユニット「CMYK」を組織しており、市場縮小が進
む印刷業界を中小企業主導で盛り上げたいと、年間2,000万
トン以上排出される古紙の印刷廃材を再利用して、ユニーク
な視点で商品開発をするプロジェクト「大喜利印刷」による全
プロダクトをWebで公開した。

CMYKでは、Twitter 上にある“欲しい”のつぶやきから
商品化を実現しており、その一例を紹介すると、“バレずに早
弁したい”のつぶやきから「早弁専用ゴーハン英和辞典」、“イ
ンクの匂いが好きだ”というつぶやきから「印刷屋さんの芳
香剤」、“曇りでも星空を見たい”というつぶやきから「障子の
星空」を作成。他にもいろいろなアイデアを実用化しており、
下記のサイトで見ることができる。プロダクトのアイデアは

「ご縁」にかけて5円で販売する予定となっている。

自由な発想で創り
世の中の欲しいに応える

■印刷廃材を活用したプロダクト
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■何枚書けばパラパラできるんだ・・・？」
PRODUCT #2 パラパラまんがマシン 「P16号」
印刷工程の断裁で多く排出される紙を再利用したプロダク

ト。16枚のコマまんがを描いてこのマシンにセットし、ハン
ドルを回すだけでまんがが動いて見えます。さらに、スマー
トフォンの撮影台をセットすると、1人でもパラパラまんが
の動画を綺麗に撮ることができます。撮影した動画はSNS
上にアップすると、パラパラまんが好きの人たちとコミュニ
ケーションを取ることができます。また、マシン本体は主な
部品をレーザー加工で制作しているので量産も可能です。

■「紙ナプキンにメモをかくクセがあります。」
PRODUCT #3 紙ナプキンメモ帳
カフェやレストランの紙ナプキンに、なぜメモをとってし

まうのか？——ここから着想を得てできたのが「紙ナプキン
メモ帳」。多少ひっかかりを感じる“書き心地”、一枚ずつペリ
ペリと剥がせる「紙ナプキンメモパッド」の“剥がし心地“がク
セになる、使って楽しいアイテムです。将来、紙ナプキンを囲
んでアイデア出し、といったミーティング風景を見られる日
が来るかもしれません。

■「あらゆる駅のスタンプを押したい。」
PRODUCT #4 押し鉄巻物

“撮り鉄”“乗り鉄”などさまざまな鉄道ファンには、駅のス
タンプを集める“押し鉄”もいます。そんな“押し鉄”のあるつ

ぶやきから、「押し鉄巻物」を考案。断裁後に排出される大量
の細長い綺麗な紙に着目し、1）紙に折り目をつけずコンパク
トにまとめられる、2）見始めるとすべて見る必要があるも
の——この2つの機能を基に、日本全国約6,000の駅のスタ
ンプが押印できる、1マスの高さ40cm、長さ約240m、重さ
約10kgの巻物を製作しました。

■「インクのにおいが好きだ。」
PRODUCT #5 印刷屋さんの芳香剤
なんだか懐かしいような、それでいて新しいような“印刷

工場の特有の香り”をいつでも身近に感じてもらえるように
との願いが込められた芳香剤。一味変わった香りを漂わせ
て、気持ちが落ち着ける空間を演出します。印刷廃材や印刷
工場にあるものをいかに利活用するか考えていた時に、ある
Tweetを見たのが製品化のきっかけに。香りの抽出方法、デ
ザインなど見た目と香りのギャップにもこだわり、手に取る
楽しさを形にしました。

■制作会社
実験的クリエイティブユニット「CMYK」メンバー企業
■㈲三共印刷所（チームコンビニ） ［福島県福島市・東京都］
■㈲篠原紙工 ［東京都江東区］
■nakabi㈱ ［石川県金沢市］
■㈱平山印刷 ［沖縄県豊見城市］
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4月／ 5月の2ヵ月集中講義
愛印工組／労務・新人教育委員会では、2019年度「印刷会

社の新入社員研修会」を4月、5月の2ヵ月にわたり開催しま
す。今回の研修会は、営業・制作・製造などに従事する人たち
のために5コース10講座が用意され、各講座とも経験豊富な
ベテラン講師が担当し、講義・実習が徹底的に指導されます。
今期は4月3日（水）が開講日です。実績のある愛印工組の新
入社員教育を是非活用ください。
【研修コースの特徴】
■共通コース①／②
共通コース①／②では、印刷会社の新入社員としての基礎

知識を学びます。①における研修内容は、「新入社員基礎研修
（規則・礼節）」と「コミュニケーションスキルセミナー」。②
は、「印刷現場における品質管理・5S」、「印刷に関する基礎知
識」、「印刷料金の基礎知識」、「これからの印刷業界」が組まれ、
印刷管理や印刷インキ・用紙、DTP・CTP、積算事例、MUDや
印刷とWebの連携についても学習します。

■営業コース
印刷会社の営業社員として必要な基礎知識を学びます。教

科の内容は「印刷営業講座」が組まれており、営業の真の目
的、お客様との接し方、企画とプレゼンテーションなどを習
得します。

■制作コース
印刷会社の制作担当者として必要なデザインの基礎知識を

学びます。教科の内容としては、「デザイン表現に必要な考え

る力」、「プリプレスの基礎」DTPの演習が組まれています。
■製造コース
印刷会社の現場で働く社員としての必要な基礎知識「印刷

技術講座」を習得します。工場見学で実際の仕事の流れ、印刷
現場で起こりやすい間違った印刷、さらに、印刷後の後加工
についても学びます。

主催する愛印工組では、「新入社員研修会は、充実した内容
が好評を得ており、毎年、多くの新入社員が受講しています。
この研修会は、印刷業界全体の人材育成を行なうことで、業
界のレベルアップを図ることを目標に掲げています。そのた
めに、愛印工組の組合員のみという垣根をなくし、広く門戸
を開放していますので、製版・製本・加工など印刷関連業界の
新入社員教育にも活用していただけます」と呼掛けています。
さらに、「全講座に参加する必要はなく、興味のある講座のみ
を選択することができます」としており、誰でも参加しやす
くなっています。また、人材育成に取り組む事業主への支援
策として、新入社員研修に活用できる「人材開発支援助成金」
制度があります。制度の詳細については、愛知労働局までお
尋ねください。

研修会は4月3日からスタートします。申し込みなど関連
する詳細は下記愛印工組までお問い合わせください。

■愛印工組・新入社員研修会のご案内

「印刷会社の新入社員研修会」
共通コース①／②、営業コース、製造コース、制作コースの5コースで開催

■研修会は誰でも参加でき
途中からの講座選択も可能

お急ぎください！
4月3日が開講日です

■愛知県印刷工業組合　
〒461-0001 名古屋市東区泉1-20-12メディアージュ
愛知　TEL052-962-5771 FAX052-951-0569
http://www.ai-in-ko.or.jp
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年月日 曜日 パック料金

(水) 7 時間

(木) 7 時間

(金) 7 時間

(月) 7 時間

(火) 7 時間

(水) 7 時間

(木) 7 時間

(金) 7 時間

(月) 7 時間

(火) 7 時間

(水)
名古屋国際センター

9：00～17：00
7 時間

㈱岡田印刷
岡田邦義　氏

(木) 7 時間

㈱弘文
堀　裕史　氏

(金) 7 時間

㈱マルワ
鳥原久資　氏

(月)
メディアージュ愛知

9：00～12：00
3 時間

㈱活英社
西森重文　氏

(月)
メディアージュ愛知

13：00～17：00
4 時間

㈱ハーモネット
近藤敏子　氏

(火) 7 時間

㈱モリサワ
村山浩司　氏 (水) 7 時間

ＨＩＭＥ企画 (木) 7 時間

(水) 7 時間

(木) 7 時間

(火) 7 時間

(火) 7 時間

(火) 7 時間

㈱近藤印刷の
工場見学

㈱近藤印刷
9:00～12:00

3 時間

㈱近藤印刷
古田正宏　氏

メディアージュ愛知
13:30～17:30

4 時間

㈱小森コーポレーション
長井裕二　氏 (木)

メディアージュ愛知
9:00～17：00

7 時間

平和紙業㈱
山崎僚子　氏

(木)
メディアージュ愛知

9:00～12:00
3時間

㈲岩田製本所
岩田秀樹　氏

(木)
メディアージュ愛知

13：00～17：00
4時間

愛知県印刷工業組合　2019年度
【印刷会社の新入社員研修会】カリキュラム

開催場所：メディアージュ愛知３階会議室、名古屋国際センター 他

講座
番号

職 務 ・ 教 科 等 教科の内容（概略） 講 師 予 定 者
開催日

開催時間 時間数
1人当りの受講料

受講料

①

新入社員基礎研修
（規則・礼節）

社会人としての接遇・マナーの知識の習得等

中部企業教育研究所
松石裕就　氏

メディアージュ愛知
9:00～17：00

23,760円

②

印刷現場における品質
管理・5S　他

印刷会社におけるはじめての品質管理 ㈱アイシン・コラボ
新間章雅　氏

メディアージュ愛知
9:00～17:00

印刷物制作の基礎知識-2／ＤＴＰデータ制作の基礎知識／
ＤＴＰ出力・ＣＴＰ出力／印刷/製本・加工 12,960円

印刷技術の基礎知識／オフセット印刷について（印刷用の版）
／デジタル印刷について／実際の印刷物を測色する 12,960円

これからの印刷業界

ＭＵＤについて　（ＭＵＤとは/ＭＵＤの必要性／
印刷業界におけるMUD／　他）

8,640円

43,200円

「会話の基礎」チームワーク・電話応対等

職種に共通して必要な規則・基準、まとめ等

コミュニケーション
スキルセミナー

仕事でのコミュニケーションスキル
話し方・距離感・メールの送り方・所作全般
コミュニケーションスタイルの違いを理解する
ロールプレイングを中心とした実践演習　他

アイキャリア
太田章代　氏

メディアージュ愛知
9:00～17:00

23,760円

18,360円

印刷会社におけるはじめての５S活動・改善活動の基本

「印刷」に関する
基礎知識

概説/印刷物制作工程概要／印刷物制作の基礎知識-1／
色と光／印刷用紙／印刷インキ

(公社)日本印刷技術協会
影山史枝　氏

メディアージュ愛知
9:00～17:00

12,960円

34,560円

14,040円

印刷とＷｅｂの連携
　（印刷通販とＷｅｂ受注／今後の印刷業界／　他）

8,640円

印刷業界人として
知っておくべき

印刷料金の基礎知識

印刷会社の社員としての基本知識
積算体系と工程別算出法
各種印刷物別の積算事例

メディアージュ愛知
9：00～17：00

21,600円

③
印刷営業
基礎講座

営業の真の目的とは／ロールプレイングの目的とは／
第一印象、挨拶／顧客の問題解決／　他

メディアージュ愛知
9:00～17：00

17,280円

④

デザイン&
色彩設計の

セオリー

情報を読み解くのに必要な基礎知識／デザイン表現に
必要な考える力／マルチメディア時代のデザインとは／
インプットからアウトプットへ／表現と情報内容の一致と
不一致／デザインと色彩心理／色彩の基礎概念と
表色法／色彩の理論を実際業務にどう生かすか／他

㈱　Ｔｏｏ

㈱Ｔｏｏ
9:00～17：00

56,160円

制作担当者の
ためのDTP
 基 礎 実 践

プリプレスの基礎
【演習】Adobe PhotoshopCS
印刷の基礎、DTP の基礎
【演習】Adobe IllustratorCS
印刷の実務
【演習】Adobe InDesignCS

㈱Ｔｏｏ
9:00～17:00

32,400円

32,400円

32,400円

⑤ 印刷技術講座

工場見学／実際の仕事の流れ／
現場での注意点・初歩的なノウハウ

17,280円

用紙について 8,640円

印刷の後加工について（断裁、製本、加工等） 8,640円

(木)

印刷現場で起こりやすい間違った印刷
印刷工程での品質管理

はじめての印刷機／印刷工程での専門用語／
安全管理教育

17,280円

129,600円

46,440円

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱと印刷に強くなるための営業ﾏﾝ向け基礎講座
Section1：印刷と文字／文字組版の知識／Webと電子書籍
Section2：デジタルメディアを活用した提案とは？／
             企画立案とマーケティングの基礎
Section3：印刷トラブル対策と著作権　他

17,280円

企画とプレゼンテーション 17,280円

45,360円

愛知県印刷工業組合 2019 年度

「印刷会社の新入社員研修会」カリキュラム
開催場所：メディアージュ愛知3階会議室、名古屋国際センター他
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　■相談は無料、専門家が対応
　中小企業における事業承継問題は我
が国にとって待ったなしの課題となっ
ている。今後 10 年の間に 70 歳（平
均引退年齢）を超える中小企業・小規
模事業者の経営者は約 245 万人とな
り、うち、約半数の 127 万人（日本
企業全体の 3 分の 1）が後継者未定
と見込まれている。
　こうしたことから国では、後継者
不在の事業者を支援するため、「事業
引継ぎ支援センター」を全都道府県
に設置している。昨年までに全国で
25,000 社近い中小企業・小規模事業
者から相談を受け、そのうち約 1,500

事業引継ぎに関する「相談窓口」
事業引継ぎ支援センター

を得るわくわく感を付箋でパンパンになっ
た本で表現。ネットで簡単に物事が調べる
ことができる時代であるにも関わらず、本
のページを開いて重要な個所に付箋を貼る
というアナログ的な表現が大変興味深く、
単にデータをインプットするよりも自らの
手で本のページをめくり、何度も読み返す
方が知識を習得できる、させてくれる作品
でした」と、高く評価している。
　ちなみに、第 10 回「ポスターグランプ
リ」のテーマは『輪』。
　※作品集ご希望の方は愛印工組事務局ま
で（無償で提供）。

　岡崎支部（岡田邦義支部長）では、1 月
25日午後6時30分より西浦温泉「銀波荘」
において、新年交礼会を開催した（出席者
18 名）。交礼会は吉川正敏氏の開会のこ
とばに続き、岡田支部長が「支部恒例の新
年会です。一時を楽しんで下さい」と挨拶。
次いで、来賓として出席した酒井良輔副理
事長が、「新しい年を迎えました。大変厳
しい時代ですが、社業に組合活動に、元気
に頑張って活躍して下さい」と祝辞を述べ
た。岡田吉生氏の乾杯で祝宴に入り、関連
業者紹介なども行なわれ、和気藹々の歓談
が持たれた。宴半ば杉谷芳紀氏の閉会のこ
とばで終えた。

（写真は新年交礼会の席上で）。

社が主に親族外承継などにより、事業
の引継ぎ先を見つけることに成功して
いる。ただ、後継者探しは短いもので
半年、長いもので 2 年を超える場合も
あり、大変な時間がかかる。そのため
に「早めの相談が重要」としている。
　事業引継ぎセンターでは、事業引継
ぎに関する専門家が常駐しており、相
談を親身に受け、後継者探しをバック
アップしている。無論、秘密保持には
万全を期している。「相談は無料ですの
で、各地の事業引継ぎ支援センターま
で気軽にご相談ください」と呼掛けて
いる。愛知県の場合は下記センターへ。
　【相談窓口】
　愛知県事業引継ぎ支援センター　
名古屋市中区栄 2‐10‐19（6F）
TEL052(228)7117、FAX052(228)7118

　愛知・岐阜・三重・石川・富山の 5 県
印刷工業組合と印刷協同組合が主催して行
なわれた第 9 回「ポスターグランプリ入賞・
入選作品集」が、この程刊行された。
　作品集には、最優秀グランプリ（中部
経済産業局長賞）1 点、優秀賞（一般、大
学、専門学校、高校の各部門）6 点、特別
賞 12 点、協賛会社賞 35 点、入選 75 点、
計 129 点が収録されている。
　今回で 9 回目を迎えたポスターグラン
プリは、「知」をテーマに、将来のグラフ
ィックデザイン業界を担う学生、生徒、お
よび一般デザイナーなどから 395 点の作
品が寄せられた。厳正な審査の結果、最優
秀グランプリに輝いたのは桑山奈々実さん

（広告デザイン専門学校）の作品。作品集
の巻頭で、細井俊男理事長は「新しい知識

▲A4判20ページ

第9回「ポスターグランプリ
入賞・入選作品集」刊行

愛印工組・岡崎支部
新年交礼会開催
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